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NPO法人 八王子市民活動協議会 八王子市明神町４－１３－１０ TEL/FAX：042-646-1626 
http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/ 

１１月末日現在会員数 

正 会 員（団体）  ６５    賛 助 会 員   ４４ 

正 会 員（個人） ５８    協 力 会 員   ３１ 

                      合  計      １９８ 第５８号 平成２６年１２月１日発行 

No 

５８ 

発行責任者 石井 利一 

 

八王子市は平成27年4月より東京都で初めての中核

市となります。（全国で 44 番目） 

中核市になると東京都が行っていた事務を市が一体的

に行うことになるため、事務の効率化やスピードアップ

が可能となります。福祉、保健衛生、環境保全、都市計

画・建設、教育、産業・経済に関する事務など、合計

1,200 項目以上の権限が移譲される予定です。 

なぜ中核市を目指すのでしょうか。自らのまちのこと

は自ら決められる裁量が増え、市民サービスの向上と 

ともに、市民参加の場や意識も拡充し、独自条例が制

定できることにより、市の実情に合わせた施設整備や

きめ細かな対応が可能になります。 

八王子市は中核市制度を活用し、活力ある魅力あふ

れるまち「多摩のリーディングシティ」にふさわしい、

「ワンランク上のまちづくり」を進めます！ 

 

東京初の中核市へ 

八王子が変わります！ 

＝八王子市都市戦略部 伊藤紀彦部長＝ 

10 月 10 日、西武信用金庫八王子支店の会議室で第 3 回市民活動交流会を開催しまし

た。八王子市が平成 27 年 4 月より中核市へ移行することにより私たちの市民活動にど

のような変化があるのかを市の担当者に解説いただき、みんなで考える場となりました。 

 

       
平成 26年 10月 10日  

基調講演 

＊中核市移行後の八王子について話し合いました。 

①環境関連グループ 

環境分野での中核市移行に関する事項は事業者関連

が多く、直接市民活動面での影響は少ないと考えられ

るが、環境行政は関連分野が広く多くの意見を求めて

解決することが必要である。よって行政は縦割りの考

え方を捨てること、問題解決には絶対に市民の意見を

求めること、また地域住民、八王子に多くある大学と

の協働も必要である。 

②子育て関連グループ 

中核市移行が「子育てしやすいまち」となるように、

地域の力が必要となっていることを確認した。子育て

中の若い親にも積極的に市民活動に参加して、地域と

のつながりを持つことや学校を地域に開放するなどの

意見も出され、これからも子育ての関係団体・個人相

互が話し合う機会を作って行こうという事になった。 

③福祉関連グループ 

平成 27 年には中核市移行とともに介護保険制度改

正もあり、市民生活を取り巻く環境は大きく変わろう

としている。国や市の制度変更を、私たち市民活動団

体がどのように受け止めていくべきか、課題解決に向

けた身近な取り組みが求められている。個別の団体の 

 

 

豊富な経験や力を結集した取り組みの可能性につて話

し合われた。 

④まちづくり関連グループ 

八王子には高尾山を初め歴史・自然遺産など多くの

魅力ある資源がある。これらを最大限活用する活動が

大切であり、市民が多いに情報を発信することが必要

だ。八王子は面積が広く地域性を考慮した活動が必要

なこと、また若者にとって楽しい街づくりのため若者

の意見を積極的に取り入れることが大切である。 

⑤文化関連グループ 

中核市に関してグループの団体に直接すぐに変化の

出る項目がなく、議論としては深まらなかった。よっ

て中核市に関する研究を更に進める必要がある。また

活動団体はいずれも活動拠点となる自前の事務所を持

っていないことから、学校の空き教室のさらなる活用

や机、電話、パ 

ソコン等を備え 

た支援センター 

を作ってほしい 

ということが話 

題となった。 

 
基調講演をする八王子市都市戦略部伊藤部長 
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11 月 15 日・16 日の 2 日間、長房市民センター及

び周辺の河川敷で、いちょう祭り「わくわく広場」が開

催されました。2 日間とも晴天に恵まれ、多くの方が訪

れてくれました。 

「わくわく広場」は、市民活動団体が PR や資金確保を

目的に、定番の豚汁やヤキソバなどの模擬店の他、団体

の生産物を売ったり、バザーを行ったりしています。出

店団体が運営委員会を作って会場のセッティングから

安全対策まで自主的に運営しています。今年は 27 団体

が参加しました。そして、今年から陵南公園から河川敷

に添ってフリーマーケットのスペースとして市民の方

に解放することになり、19 の出店がありました。 

市民活動協議会では、いつもの「体験わたあめ」の他

に、今年度初めて東日本大震災復興支援の一環として山

形名物「玉こんにゃく」を販売しました。わたあめは今

年も大好評で、200 人以上の子どもたちが体験しまし

た。玉こんにゃくも「美味しい！」とリピーターも出る

ほど、用意したこんにゃく全てが完売しました。この 2

つの売り上げの 1 割と募金箱に入れていただいた寄付

金を合わせて 1 万円を被災地で同じく中間支援を行っ

ている団体に寄付をさせていただきます。 

今回初めて本部から飛び出したことで、団体や市民の

方とより身近に触れ合うことができたことも大きな成

果でした。 

 

 

 

ここ数年協議会は、様々な他市、中間支援団体からの

視察受入れ、報道機関からの情報提供依頼に積極的に対

応してきました。主な問い合わせは次の３点です。 

①「お父さんお帰りなさいパーティー（通称オトパ）」

②官設民営の「支援センター」③協議会の中間支援団体

としての活動内容。 

オトパ情報提供によって、西東京市、上尾市で同種イベ

ントが開催されました。また、平成 26 年に入ってから

も次のように訪問を受け入れ情報提供しました。今後も

積極的に対応して行きます。 

1 月 朝日新聞  オトパ（3 月 8 日オトパも取材） 

2 月 健康生きがい財団（厚労省委託調査） 

「生涯現役社会実現に向けた地域包括ケアプラッ

トフォーム構築に関する調査研究事業 

10 月 府中市職員研修 

（はちおうじ志民塾、協議会の取組） 

11 月 上尾市 上尾地域活動推進の会（中間支援） 

八王子市の先進的な取り組みについて視察研修 

地域活動の経緯や推進のためのノウハウを学ぶ 

11 月 新居浜市市民部長  協議会の取組について 

 

 

この度、八王子市市民活動支援センターは某社様

より事務用什器、文房具等をご寄付いただきました

ので下記要領にて頒布会（無償提供）を行います。 

■日 時：2015 年 1 月 30 日（金）  

午後 1：00～4：00 

■場 所：八王子市由木倉庫（八王子市下柚木 2－7）

駐車スペース有 

■頒布品：2014 年 12 月 20 日以降 

*当支援センターWEB SITE→ゆめおりファンド→

物品在庫リストでご確認ください。  

 

■申込み：問合先までお申込みください。 

■受 付：2014 年 12 月 25 日～2015 年

1 月 23 日 

■資 格：八王子で活動している公益市民活 

動団体で①八王子市市民活動支援センター 

利用登録②CANPAN 登録（日本財団の 

公益ポータルサイト）③ゆめおりファンド 

の参加が必要です。 

■問合先：八王子市市民活動支援センター・ 

ファンド部  

npo802@shiencenter-hachioji.org 

 

＊上尾市から視察研修に

来訪された上尾地域活動

推進の会の皆様との情報

交換の様子 
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会員訪問 

市民活動協議会の会員を 

紹介します 第 10回 

 

 
 
<ＮＰＯ法人 発達凸凹 

サポートデザイン かたつむり> 
＊住所：八王子市みなみ野１－７－１ 

片桐学園第３学生会館２階１２番 

＊URL：http://katatsumuri2007.org/ 

＊理事長：西村 南海子 

 

みなみ野の駅前に新しく拠点を構えた「NPO 法人発

達凸凹サポートデザインかたつむり」さんにお邪魔い

たしました。訪問当日は引越し間もないということで、 

市民活動支援センターの「ゆめおりファンド」を活用

したオフィス家具等の配置に大忙しの様子でした。 

「ここまで来れたのも皆さんのご支援のおかげです。

オフィス用品もゆめおりファンドで揃えることができ

て、とても助かりました。」と出迎えてくださった西村

理事長（上写真）にお話を伺いました。 

「この会のスタートは 2007 年に発達に凸凹を持つ親

たちが悩みを共有するために始めたお茶会でした。私

の息子が発達障害と診断を受けたのが契機となりまし

た。「みんな違ってみんないい」と詩を詠った金子み

すゞにちなんで「すずの会」としました。 

 その後、HP やくちコミ等で会員は多い時で 100 家

族を超え、同じような悩みをもつ親たちがとても多い

ことを実感しました。「かたつむり」の会名の由来は 

 

 

かたつむりは、・ゆっくりでも前に進む ・安全な家を

背負っている ・歩いた足跡を残す ことから名づけま

した。昨年の春から NPO 法人となりました。 

活動内容は①親達のお茶会（Café）月３～４回。ここ

から始まりましたが今でもこれがメインです。②親たち 

の学びの場：研修会、講演会など各方面から専門家を招

いて年１５回ほど開催しています。③ファミリーレクリ

エーション：カヌー体験やデイキャンプ、親子コンサー

ト等家族で楽しめる事を企画しています。最近始めたば

かりですが、学習と体験を合わせた、④キッズ・ラボは

教員資格を持った講師をお願いして、学習面のサポート

をしています。また人材の育成事業として、「ピア・メ

ンター」の育成をしています。（ピア＝仲間、メンター

＝良き助言者からの西村代表の造語）会員のお母様方の

中から１年間の研修をして「隣に寄り添い相談を受けた

り、情報を提供する」等個別サポートをする人を養成し

ています。 

 自分の子どもが幼稚園の時に同じ幼稚園のお母様達

と作った会が始まりですが、子どもの成長に応じてニー

ズが見つかります。今後の目標としては、不登校の子ど

も達のための居場所づくり、フリースクールを開設した

いと思っています。その後は就労の場も必要かもしれま

せん。新しい拠点を得て、まず、キッズ・ラボや Café

の充実、予約制の個別サポート等を行っていく予定で

す。」多くの方に支えられてここまで来ました。これか

らも少しでも多くの悩みある家族の支えになれたら、と

思いながら活動していきたいとのことでした。 

 

八王子市民活動協議会 

うらかたコラム ⑥ 

 

志民塾運営事務局から 

 八王子市民活動協議会は昨年から「はちおうじ志民塾」

の運営事務局を担当しています。現在第６期志民塾が開

講中ですが、今期も意欲的、個性的な塾生達で毎回熱気

あふれる講義です。塾生の山田典子さんが、素敵な感想

を寄せてくださいました。事務局としてもこれからの励

みと元気をいただきました。ご紹介します。 

「好奇心旺盛」「自分以外は皆、師」がモットーの我が性

格、軽い気持ちで「志民塾」に参加。 

 長～くなった人間の寿命、楽しく地域と「共助」する

ため、自分の住んでいる八王子を知る必要があるのでは、

どんな事に、どんな人達が活動しているのか、まず興味 

深々。基礎コース、外に出ての地域活動実践コース、 

 

コミュニティビジネスコースと盛りだくさんの講座を

受講！ 

 沢山の知識、知恵を頂き、地域が元気に「共助」する

ために今の自分に何が出来るのかを考えるきっかけが

出来ました。 

 一番は八王子の住民全員が「志民塾」に参加すること

で「意識改革」をして、市民全員で「共助」「協働」す

れば、手っ取り早く楽しい、暮らしやすい地域になるの

ではないかと考える。 

 お父さんに「定年」があるように、子育て、家庭を守

ってきた「主婦」にも定年があっても良いのでは（笑） 

「お帰り、お母さん！」 

その「主婦女子力」で、 

何かワクワクする 

コミュニティビジネスも 

ありかな？と思うこの頃。 

（６期生：山田典子さん） 

2 月にオール志民塾卒塾生の交流会も企画中です。 

http://katatsumuri2007.org/
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 八王子ぞうれっしゃ合唱団  
     

あなたもご一緒に歌いませんか。 

八王子ぞうれっしゃ合唱団は、大人と子どもで構成し

ています。歌を歌いたい人は、誰でも、いつでも入団

できます。年齢・性別を問いません。 
 

お問合わせ（事務局&練習場） 

八王子市高尾町１７８３－６ 

電 話：042-666-3212 
 

http://hiug.sakura.ne.jp/hachiohji-zou/ 

 
募集 

木のお店「ひのき工房」の紹介  
  

ひのき工房では、自然の木のぬくもりの木工製品

の製作・販売を行っています。 

ひとつひとつ手作りで製作しています。 

製品はインターネット、店頭、提携販売所でお求め

できます。詳しくは下記へお問い合わせください。 

 

 

 
  

お問合わせ 

社会福祉法人 蕗の会 

 障害福祉サービス事業所 ひのき工房 

八王子市元八王子町 2-1839-2 

電話 ：042-667-2158 

詳しくはホームページで確認ください。 

http://www.hinokikobo.com/木工製品販売/ 

 NPO 法人シニアネットクラブ  

 中高年のパソコン教室（八王子教室） 
 

当クラブは八王子市・日野市・多摩市で教室を開設

しており、スタッフは総勢 80 名、受講生は合計約

800 名強の方がいます。IT 環境のコミュニティー

団体としては日本最大級です。 
 

＜八王子教室のご案内＞ 

定 員：１クラス 16 名 

講師等：講師 1 名・アシスタント 3 名 
 

お申込み・お問合わせ 

八王子市横川町 108-8-2（駐車場あり） 

電話：042-628-0510 

http://nposnc.net/9hachiouji-k.htm 
 

◎10 周年記念誌を発行しました。 

http://nposnc.net/8snc-gallery.htm 

 公認レクリエーション指導者資格講習会  
 

余暇時代の到来により、生涯学習、生涯スポーツ、

福祉レクリエーション、コミュニティづくりなど市民

の様々な要求に応えるために専門的 

な理論と技術を備えた公認レクリ 

エーション指導者の養成が必要と 

なっています。 
 

日時：平成 2７年 2 月 3 日～2 月２４日（全５回） 

会場：八王子市レクリエーション協会研修室他 

受講料：８,000 円、 

主催：ＮＰＯ法人八王子市レクリエーション協会 

後援：八王子市教育委員会 
 

お申込み・お問合わせ 

ＮＰＯ法人 八王子市レクリエーション協会 

八王子市明神町 4-29-9 

電話 042-656-0901 

 
八王子市民活動協議会 平成 27 年新年交流会のお知らせ 

 今年もいよいよ最後の月となりました。街はクリ

スマスのイルミネーションで華やかですが、年明け

には恒例の八王子市民活動協議会新年交流会が開催

されます。毎年、八王子市長はじめ議員の皆様や各

団体の代表者の方など、多くの参加者を迎えての新

年交流会です。皆様もふるってご参加ください。 

日時 平成 27 年 1 月 31 日（土）午後 2 時～4 時 

場所 八王子労政会館 ２階ホール 

   八王子市明神町３－５－１ 

   （０４２－６４５－７４５１） 

会費 2000 円 

＊お問合わせ、申し込みは八王子市民活動協議会まで 

TEL:０４２－６４６－１６２６ 


